
環境倫理の確立

第八課



単語
倫理　→　論理

大江戸　→　京

西洋　→　東洋

一方的　→　片　→　片手、片思い、片方

セーヌ川　→　ガンジス川、揚子江（長江）、黄河

脈々　→　連なる（一列にならんで続く。切れることなく続く。「国境に―・る山々」）

大型　→ 　小型

順調　→　不順（① 順調でないこと。順当でないこと。「―な天候」「気候―の折」② からだの調

　子が悪いこと。）　→　不調（① まとまらない・こと（さま）。「交渉は―に終わった」② 体の

具合や気分がよくない・こと（さま）。「胃の―を訴える」③ 物事の状態が思わしくないこと。事



単語
がうまく運ばないこと。また，そのさま。 ↔好調。「商売が―だ」④ 整わないこと。欠点のあるこ

と。

せっせと　→　さっさと

浸る（ひたる）　→　浸かる・漬かる（つかる）

劣化　→　老朽化

長持ち　→　持てる　

心地　→　乗り心地、居心地

分別（ふんべつ・ぶんべつ）

リチウム電池
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精読
1.「もったいない精神」は、具体的にどういう精神なのか。

2.「一方通行型の経済システム」はどのようなシステムなのか。

3.環境倫理とは何か、どうやってそれを確立するのか。

4.日本人の伝統的な節約心が廃れてしまったのはなぜか。


